平成21年　11月　12日
DP機材の貸出に関して
【はじめに】

　今回貸し出すDP機材は関西学連が日本ライフル射撃協会より、特別の許可を得てお借りしているものであり、それを希望する大学に無償で貸し出すこととなりました。そのため、貸し出しに関していくつかの条件と規則を設けました。条件を満たし、規則を遵守すると誓約をかわした大学にはDP機材を貸し出します。

以下の内容には必ず目を通しておいて下さい。

【貸し出し機材の内容】

デジタルピストル・・・１丁

デジタルターゲット・・・１台

ノートPC（電源ケーブル含む）・・・１台

LANケーブル・・・１本

※充電器（電池３本付き）・・・１台

以上の内容物を１セットとし、貸し出します。２セットあるので、１回につき２つの大学に１セットずつ貸し出します。ただし、充電器については全体で１台しかないので、充電器付きのものをAセット、なしのものをBセットと呼称します。貸し出しを希望する大学にどちらのセットを貸し出すかは学連で決定します。
【貸し出し条件及び規則】

1、 機材の取り扱い等に関しては関西学連の指示に従うこと

2、 大学内にDP機材の保管及び練習場所を有していること

3、 申請に必要な書類や資料を提出すること
4、 機材が故障した場合や、何らかのトラブルが発生した場合には、すぐに関西学連の担当者に連絡し、修理費の負担等の全責任は保有している大学が負うこと

5、 日本ライフル射撃協会からの返還要請がきた場合は、如何なる理由があろうと日ラが指定した期日までに、同じく日ラ指定の住所へ機材を郵送すること

6、 継続してレンタルしたい場合は、申請が切れる前に継続申請を行うこと
7、 その他、機材にトラブルが起こらないよう、部員全員に取り扱いについて注意を行い、共有の財産であるという認識を持って大切に運用すること
・・・以上、これらの貸出に関する条件及び規則を承諾し、遵守すること

【取り扱いについての注意及びお願い】

· 関西学連から管理や使用法に問題があると判断された場合や、規則に違反した場合は申請期間内であっても機材の返還を求める場合があります
· 申請は基本的に１ヶ月単位です。長期の申請も受け付けますが、長期申請は他にレンタルを希望している大学がない場合にのみ有効です。申請段階で、長期を希望される事が決まっている大学は、申請書に予めその旨を記載していただいても構いません
· 期日が近づくと学連側から、次に機材を貸し出す大学を指定しますので、機材をレンタルしている大学は必ず業者を使って機材を送って下さい。また、その際は業者に精密機械である旨を伝えて下さい。扱い方が大きく変わります。また、トラブルが起こった際に備えて、領収書等は保管しておいた方が良いです
· また、この際に生じた費用ですが、送り手のほうが負担するようにしてください。以前は折半形式をとっておりましが、トラブル防止のため、送り手負担で統一したいと思います

· 機材をレンタルした大学は、機材が届いた時及び機材を次の大学に送る時に、機材が故障していないか、その他問題はないか確認作業を行い、学連担当者に報告してください。万が一トラブルが起こった場合、報告がなければ責任問題が発生する場合があります。目安として、到着後3日以内に不備の申告があれば、その前の大学と責任を分散することも考えます
· 何か問題が起こった場合には、正直に申告してください。関西学連としても安易に責任を追及したくはありません。問題があれば解決できる良い方法がないか共に考え、できる限りの協力をしたいと考えています。何かあったときは、いつ、どこで、なにが、どうして起きたのかということをよくわかるよう整理して、関西学連ピストル担当者の高澤まで連絡してください
· 機材の運用全般に関して、良識のある行動と誠実な対応をよろしくお願いします

以上
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